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　日本共産党の小池晃書記局長は10月２８日、ＮＨＫ「日曜討
論」に出席し、臨時国会の焦点について各党代表と討論しまし
た。この中で小池氏は、安倍政権が、出入国管理法の改定など
で農業や介護など１４分野で外国人労働者の受け入れ拡大を
目指していることについて次のように述べました。

　小池氏は、現在の技能実習生制度がアメリカから
「人身取引」という批判を受けるほど個人の尊厳や
基本的人権を守るルールがないことに加え、現行の
労働基準法や最低賃金法すら守られていないこと
を指摘しました。下のグラフをご覧ください。技能実

習制度のもとで労働基準法関係の法令違反は急増
しています。

外国人労働者の人権を守り
秩序ある受け入れをしてこそ
日本人の権利守ることに繋がる
　小池氏は、「この状況のもとで、なし崩し的に（対
象を）拡大することは断固反対だ」と批判。外国人
の人権をしっかり守るルールを整備し、労働法制を
守らせる仕組みをつくることが必要だと述べ、「その
中で外国人労働者の秩序ある受け入れを進めて
いくべきだ。外国人労働者の当然の権利を守ること
が、日本人の労働者の権利を守ることにもつながっ
ていく」と語りました。

働く人の人権守る政治を！！

外国人
労働者
受入問題

人権守るルール
作りがまず必要

共産党・小池書記
局長が指摘

日曜討論で発言する小池書記局長（NHKテレビより）→

　技能実習生制度をめぐっては、労働基準法や最低賃
金法すら守られず、悪質ブローカーの存在も指摘され
ています。そうした問題を無視しての受け入れ拡大は
許されません。外国人労働者の人権を守ってこそ、日
本人の権利も守られる──この立場でがんばります。
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